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親
鸞
に
お
け
る
「
煩
悩
成
就
」
と
「
如
来
浄
土
」
の
論
理

田
　

中
　

無
　

量

　

要
旨

　

拙
稿
に
お
い
て
阿
弥
陀
如
来
の
用
に
よ
り
、
「
煩
悩
具
足
（
煩
悩
を
そ
な
え

る
）
」
の
凡
夫
が
「
煩
悩
成
就
（
煩
悩
を
成
就
し
た
）
」
へ
と
開
導
せ
ら
れ
る
こ
と

を
指
摘
し
た
。
当
稿
で
は
凡
夫
に
お
け
る
「
煩
悩
成
就
」
の
論
理
と
、
そ
の
成
就
さ

せ
る
用
き
と
な
る
阿
弥
陀
如
来
の
「
浄
土
」
の
論
理
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

「
煩
悩
成
就
」
と
「
煩
悩
具
足
」
は
不
一
不
異
・
相
即
で
あ
る
。
「
如
来
浄
土
」

に
は
「
真
実
報
土
」
と
「
応
化
土
」
の
二
つ
の
用
が
あ
り
、
「
煩
悩
成
就
」
は
「
真

実
報
土
」
へ
の
往
生
、
「
煩
悩
具
足
」
の
凡
夫
は
「
方
便
化
身
土
」
（
報
中
の

化
）
」
へ
の
往
生
と
な
る
。
「
煩
悩
」
を
実
有
的
に
了
解
す
る
「
煩
悩
具
足
」
の
凡

夫
が
、
如
来
浄
土
の
用
（
本
願
力
）
に
よ
り
「
煩
悩
」
を
成
就
せ
ら
れ
、
「
煩
悩
」

を
無
自
性
空
と
正
し
く
了
解
せ
ら
れ
る
凡
夫
（
「
煩
悩
即
菩
提
」
を
証
知
せ
ら
れ
た

凡
夫
）
へ
と
開
導
せ
ら
れ
、
「
煩
悩
」
の
実
有
的
了
解
を
超
克
し
、
「
為
楽
浄
土
」

の
願
生
往
生
を
否
定
せ
し
め
翻
し
、
無
相
即
相
の
報
土
往
生
を
成
し
遂
げ
、
「
無
上

大
涅
槃
」
の
証
果
を
得
る
論
理
で
あ
る
と
い
え
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
　

凡
夫
・
阿
弥
陀
仏
・
他
力
本
願
・
十
八
願
・
願
生
往
生

　

序
論

　

拙
稿

１

に
お
い
て
、
親
鸞
の
「
煩
悩
成
就
」
の
論
理
に
示
さ
れ
る
人
間
論
が
、
日
本

の
「
法
学
」
を
論
ず
る
基
盤
の
一
つ
と
な
り
得
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
か
か
る
論
考

に
お
い
て
、
①
煩
悩
に
お
け
る
「
断
煩
悩
」
と
「
不
断
煩
悩
」
の
二
側
面
、
②
凡
夫

に
お
け
る
「
生
死
流
転
」
と
「
不
断
煩
悩
」
の
二
側
面
、
③
「
成
就
」
と
「
具
足
」

の
使
用
例
に
お
い
て
「
成
就
」
は
主
に
仏
・
菩
薩
、
「
具
足
」
は
主
に
仏
・
菩
薩
以

外
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
「
煩
悩
成
就
」
と
「
煩
悩
具
足
」
の
相
違
を
指

摘
し
た
。
こ
の
「
煩
悩
」
の
「
成
就
」
と
「
具
足
」
は
不
一
不
異
の
関
係
で
あ
り
、

従
来
の
研
究
は
主
に
「
不
異
」
の
側
面
か
ら
論
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
筆
者
は

「
不
一
」
の
立
場
に
も
立
っ
て
論
じ
た
。

　

す
な
わ
ち
従
来
の
研
究
は
「
不
異
」
の
立
場
か
ら
、
親
鸞
の
「
煩
悩
成
就
」
は

「
煩
悩
具
足
」
と
同
様
に
、
「
煩
悩
が
完
全
に
そ
な
わ
っ
て
い
る
も
の
」
と
理
解
さ

れ
た
。
し
か
し
親
鸞
に
お
け
る
「
煩
悩
成
就
」
は
、
全
て
「
不
断
煩
悩
」
（
即
菩

提
、
生
死
即
涅
槃
、
無
自
性

２

）
の
側
面
の
「
煩
悩
」
の
み
が
語
ら
れ
て
い
る
。
仮
に

こ
の
「
煩
悩
成
就
」
を
実
有
的
に
理
解
し
、
「
あ
ら
ゆ
る
煩
悩
が
完
全
に
そ
な
わ

る
」
と
解
釈
す
る
の
な
ら
ば
、
「
断
煩
悩
」
の
側
面
の
「
煩
悩
」
と
な
り
、
「
煩

悩
」
は
「
断
」
じ
て
「
涅
槃
」
を
得
る
べ
き
も
の
と
な
る
た
め
、
解
釈
の
整
合
性
が

取
り
難
く
な
る
。
こ
の
従
来
の
「
不
異
」
の
み
の
説
に
対
し
、
筆
者
は
「
不
一
」
の

立
場
か
ら
「
煩
悩
成
就
」
を
「
煩
悩
を
成
し
遂
げ
る
（
成
し
遂
げ
た
）
」
と
考
え
、

「
煩
悩
成
就
の
凡
夫
」
と
は
「
煩
悩
を
成
就
し
た
」
凡
夫
で
あ
り
、
「
煩
悩
を
成
し

遂
げ
た
凡
夫
」
と
理
解
し
、
「
煩
悩
成
就
」
に
い
う
場
合
の
「
煩
悩
」
は
全
て
無
自

性
空
（
即
涅
槃
）
と
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
煩
悩
を
〔
無
自
性
空
と
〕
正
し

く
了
解
す
る
（
成
し
遂
げ
た
）
凡
夫
」
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
れ
に
対
し
、
「
煩

悩
具
足
の
凡
夫
」
は
従
来
の
研
究
通
り
、
「
煩
悩
を
具
足
す
る
（
そ
な
え
る
）
凡

夫
」
で
あ
り
、
「
あ
ら
ゆ
る
煩
悩
を
そ
な
え
る
凡
夫
」
で
あ
る
。
「
煩
悩
成
就
」
の
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凡
夫
に
せ
よ
、
あ
ら
ゆ
る
「
煩
悩
」
を
そ
な
え
る
「
煩
悩
具
足
」
の
凡
夫
で
あ
る
こ

と
に
変
わ
り
は
な
く
「
煩
悩
具
足
」
の
場
合
の
「
煩
悩
」
は
「
断
煩
悩
」
の
側
面
に

も
「
不
断
煩
悩
」
の
側
面
に
も
使
用
さ
れ
る
。
つ
ま
り
「
煩
悩
成
就
」
と
は
、
「
煩

悩
の
成
就
（
完
成
）
、
煩
悩
を
成
就
し
た
、
煩
悩
を
成
し
遂
げ
た
」
凡
夫
、
「
煩
悩

を
無
自
性
空
と
正
し
く
了
解
し
た
（
成
し
遂
げ
た
）
」
凡
夫
で
あ
る
か
ら
、
煩
悩
の

無
自
性
（
即
涅
槃
・
即
菩
提
）
）
の
み
が
示
さ
れ
、
「
煩
悩
具
足
」
と
は
「
煩
悩
を

具
足
す
る
（
そ
な
え
る
）
」
凡
夫
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
「
煩
悩
」
は
実
有
的
に

も
、
無
自
性
空
（
即
涅
槃
・
即
菩
提
）
と
し
て
も
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
「
煩
悩
具

足
」
の
凡
夫
で
あ
る
以
上
、
臨
終
の
一
念
に
至
る
ま
で
、
身
を
煩
わ
せ
心
を
悩
ま
す

「
煩
悩
」
を
、
実
有
的
に
理
解
す
る
可
能
性
が
絶
え
る
こ
と
は
な
い

３

。
「
煩
悩
具

足
」
で
あ
る
凡
夫
は
、
「
煩
悩
」
を
常
に
実
体
視
す
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
し
か
し
阿
弥
陀
如
来
の
用
に
よ
り
、
「
煩
悩
成
就
」
（
煩
悩
を
成
就
し
た
）
へ

と
開
導
せ
ら
れ
た
凡
夫
は
、
「
煩
悩
」
自
体
が
無
自
性
空
（
縁
起
・
化

４

・
煩
悩
即
菩

提
・
生
死
即
涅
槃
）
と
証
知
さ
れ
て
い
く
た
め
、
「
煩
悩
を
断
ぜ
ず
し
て
涅
槃
を

得
」
る
こ
と
に
な
り
、
「
大
乗
正
定
の
聚
に
住
」
し
、
「
か
な
ら
ず
滅
度
に
至
る
」

と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
具
足
と
成
就
は
不
一
不
異
の
関
係
で
あ
り
、
従
来

の
研
究
が
不
異
の
立
場
で
あ
る
の
に
対
し
、
筆
者
は
、
不
一
不
異
の
両
面
を
論
じ
、

特
に
従
来
あ
ま
り
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
不
一
の
側
面
か
ら
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

拙
稿
に
お
い
て
、
阿
弥
陀
如
来
の
用
に
よ
り
、
凡
夫
が
「
煩
悩
成
就
（
煩
悩
を
成

就
し
た
＝
成
し
遂
げ
た
）
」
へ
と
開
導
（
誘
引
・
悲
引
）
せ
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し

た
が
、
凡
夫
の
「
煩
悩
成
就
」
と
阿
弥
陀
如
来
の
用
き
と
の
関
係
を
詳
論
し
て
い
な

い
。
当
稿
で
は
、
「
親
鸞
に
お
け
る
「
煩
悩
成
就
」
と
「
如
来
浄
土
」
の
論
理
」
と

題
し
、
凡
夫
に
お
け
る
「
煩
悩
成
就
」
の
論
理
と
、
そ
の
成
就
さ
せ
る
用
き
と
な
る

阿
弥
陀
如
来
の
「
浄
土
」
の
論
理
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う

５

。

　

一
　

親
鸞
の
御
自
釈
に
み
る
「
煩
悩
成
就
」
の
論
理

　

す
で
に
拙
稿
に
お
い
て
、
引
文
も
含
め
た
親
鸞
の
全
著
作
に
お
い
て
検
討
を
し
て

い
る

６

。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
そ
の
う
ち
親
鸞
の
「
煩
悩
成
就
」
と
「
煩
悩
具
足
」
の

御
自
釈
か
ら
そ
の
相
違
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

　

「
煩
悩
成
就
」
の
用
語
は
、
真
宗
七
高
僧
に
お
い
て
曇
鸞
の
『
往
生
論
註
』
の
一

箇
所
の
み
に
み
ら
れ
る

７

。
曇
鸞
は
、

凡
夫
人
あ
り
て
煩
悩
成
就
す
る
も
ま
た
か
の
浄
土
に
生
ず
る
こ
と
を
得
れ
ば
、

三
界
の
繋
業
、
畢
竟
じ
て
牽
か
ず
。
す
な
は
ち
こ
れ
煩
悩
を
断
ぜ
ず
し
て
涅
槃

分
を
得

８

。 

（
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
。
以
下
同
）

と
述
べ
る
。
そ
し
て
親
鸞
は
、
こ
の
箇
所
を
『
教
行
信
証
』
の
「
証
巻
」
と
「
真
仏

土
巻
」
に
そ
れ
ぞ
れ
引
用
し

９

、
『
三
経
往
生
文
類
』
に
一
度
引
用
す
る

10

。
そ
の
三
箇

所
全
て
に
親
鸞
は
、
「
煩
悩
成
就
せ
る
あ
り
て
」
と
示
し
、
『
論
註
』
引
文
に
基
づ

き
「
煩
悩
を
成
就
し
た
も
の
」
と
「
浄
土
に
生
ず
る
こ
と
」
を
並
列
し
て
明
か
し
て

い
く

11

。

　

さ
ら
に
、
『
入
出
二
門
偈
』
に
お
い
て
御
自
釈
を
示
し
、
　

煩
悩
成
就
せ
る
凡
夫
人
、
煩
悩
を
断
ぜ
ず
し
て
涅
槃
を
得
、
す
な
は
ち
こ
れ

安
楽
自
然
の
徳
な
り

12

。

と
語
り
、
煩
悩
を
成
就
し
た
凡
夫
人
が
、
煩
悩
を
断
ぜ
ず
し
て
涅
槃
を
得
る
こ
と
、

そ
れ
は
安
楽
浄
土
の
自
然
の
徳
で
あ
る
と
述
べ
、
「
煩
悩
成
就
（
煩
悩
を
成
就
し

た
）
」
と
「
安
楽
浄
土
」
を
関
連
付
け
て
い
る
。

　

ま
た
『
教
行
信
証
』
の
証
巻
の
冒
頭
に
、
御
自
釈
を
示
し
、

煩
悩
成
就
の
凡
夫
、
生
死
罪
濁
の
群
萌
、
往
相
回
向
の
心
行
を
獲
れ
ば
、
即
の

時
に
大
乗
正
定
聚
の
数
に
入
る
な
り
。
正
定
聚
に
住
す
る
が
ゆ
ゑ
に
、
か
な
ら

ず
滅
度
に
至
る
。
か
な
ら
ず
滅
度
に
至
る
は
す
な
は
ち
こ
れ
常
楽
な
り
。
常
楽

は
す
な
は
ち
こ
れ
畢
竟
寂
滅
な
り
。
寂
滅
は
す
な
は
ち
こ
れ
無
上
涅
槃
な
り
。
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無
上
涅
槃
は
す
な
は
ち
こ
れ
無
為
法
身
な
り
。
無
為
法
身
は
す
な
は
ち
こ
れ
実

相
な
り
。
実
相
は
す
な
は
ち
こ
れ
法
性
な
り
。
法
性
は
す
な
は
ち
こ
れ
真
如
な

り
。
真
如
は
す
な
は
ち
こ
れ
一
如
な
り
。
し
か
れ
ば
弥
陀
如
来
は
如
よ
り
来
生

し
て
、
報
・
応
・
化
、
種
々
の
身
を
示
し
現
じ
た
ま
ふ
な
り

13

。

と
述
べ
る
。
こ
こ
で
親
鸞
は
、
煩
悩
を
成
就
し
た
凡
夫
は
、
往
相
回
向
の
信
心
を
得

れ
ば
、
大
乗
の
正
定
聚
に
入
る
こ
と
を
説
く
。
そ
し
て
正
定
聚
に
住
す
る
か
ら
、
必

ず
滅
度
に
至
る
こ
と
を
明
か
す
。
「
必
至
滅
度
」
＝
「
常
楽
」
＝
「
畢
竟
寂
滅
」
＝

「
無
上
涅
槃
」
＝
「
無
為
法
身
」
＝
「
実
相
」
（
無
相
）
＝
「
法
性
」
＝
「
真
如
」

＝
「
一
如
」
と
転
釈
し
た
上
で
、
「
弥
陀
如
来
」
は
そ
の
「
如
」
（
一
如
・
真
如
・
実

相
・
無
上
大
涅
槃
・
無
相
）
よ
り
来
生
し
て
「
報
」
・
「
応
」
・
「
化
」
の
種
々
の
身

（
相
）
を
示
現
す
る
こ
と
を
語
る
。
さ
ら
に
、
『
浄
土
文
類
聚
鈔
』
に
お
い
て
は
、

煩
悩
成
就
の
凡
夫
、
生
死
罪
濁
の
群
萌
、
往
相
の
心
行
を
獲
れ
ば
す
な
は
ち
大

乗
正
定
の
聚
に
住
す
。
正
定
聚
に
住
す
れ
ば
か
な
ら
ず
か
な
ら
ず
滅
度
に
至

る
。
（
中
略
）
大
涅
槃
は
す
な
は
ち
こ
れ
利
他
教
化
地
の
果
な
り
。
こ
の
身

は
す
な
は
ち
こ
れ
無
為
法
身
な
り
。
無
為
法
身
は
す
な
は
ち
こ
れ
畢
竟
平
等

身
な
り
。
（
中
略
）
真
如
は
す
な
は
ち
こ
れ
一
如
な
り

14

。

と
述
べ
、
「
証
巻
」
同
様
の
転
釈
に
加
え
て
、
「
大
涅
槃
」
＝
「
利
他
教
化
地
の

果
」
＝
「
無
為
法
身
」
＝
「
畢
竟
平
等
身
」
（
証
果
）
を
語
る
。
そ
し
て
、

往
還
の
回
向
は
本
誓
に
よ
る
。
煩
悩
成
就
の
凡
夫
人
、
信
心
開
発
す
れ
ば
す
な

は
ち
忍
を
獲
、
生
死
す
な
は
ち
涅
槃
な
り
と
証
知
す

15

。

と
述
べ
、
往
相
還
相
の
二
回
向
は
本
誓
（
本
願
力
）
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
煩
悩
を

成
就
し
た
凡
夫
は
、
信
心
を
起
こ
せ
ば
無
生
法
忍
を
得
て
、
生
死
即
涅
槃
と
証
知
す

る
と
説
か
れ
る
。

　

ま
た
『
高
僧
和
讃
』
に
、

釈
迦
の
教
法
お
ほ
け
れ
ど
　

天
親
菩
薩
は
ね
ん
ご
ろ
に
　

煩
悩
成
就
の
わ
れ
ら

に
は
　

弥
陀
の
弘
誓
を
す
す
め
し
む

16

論
主
の
一
心
と
と
け
る
を
ば
　

曇
鸞
大
師
の
み
こ
と
に
は
　

煩
悩
成
就
の
わ
れ

ら
が
　

他
力
の
信
と
の
べ
た
ま
ふ

17

と
讃
ず
る
。
こ
こ
で
親
鸞
は
、
「
煩
悩
を
成
就
し
た
」
わ
れ
ら
に
釈
迦
は
弥
陀
の
弘

誓
を
勧
め
、
ま
た
「
煩
悩
を
成
就
し
た
」
わ
れ
ら
が
「
他
力
の
信
心
」
で
あ
る
と
述

べ
、
「
煩
悩
を
成
就
し
た
」
こ
と
と
「
弥
陀
の
本
願
」
や
「
信
心
」
が
関
連
付
け
ら

れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
『
親
鸞
聖
人
御
消
息
』
に
は
、

如
来
と
ひ
と
し
と
い
ふ
は
、
煩
悩
成
就
の
凡
夫
、
仏
の
心
光
に
照
ら
さ
れ
ま
ゐ

ら
せ
て
信
心
歓
喜
す
。
信
心
歓
喜
す
る
ゆ
ゑ
に
正
定
聚
の
数
に
住
す
。
信
心
と

い
ふ
は
智
な
り
。
こ
の
智
は
、
他
力
の
光
明
に
摂
取
せ
ら
れ
ま
ゐ
ら
せ
ぬ
る
ゆ

ゑ
に
う
る
と
こ
ろ
の
智
な
り
。
仏
の
光
明
も
智
な
り
。
か
る
が
ゆ
ゑ
に
、
お
な

じ
と
い
ふ
な
り

18

。 

と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
親
鸞
は
、
「
如
来
と
ひ
と
し
」
に
つ
い
て
、
煩
悩
を
成

就
し
た
凡
夫
が
、
阿
弥
陀
仏
の
心
の
光
（
本
願
）
に
照
ら
さ
れ
て
信
心
歓
喜
す
る
こ

と
で
あ
り
、
正
定
聚
に
住
す
る
こ
と
を
明
か
す
。
そ
し
て
そ
の
信
心
を
「
智
」
で
あ

り
、
他
力
の
光
明
（
仏
智
）
に
摂
取
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
仏
の
光
明
を
も
「
智
」

と
明
か
し
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
「
お
な
じ
と
い
う
」
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
煩
悩

を
成
就
し
た
凡
夫
の
信
心
を
仏
智
に
摂
取
さ
れ
る
も
の
と
し
て
明
か
し
、
そ
れ
に
よ

り
正
定
聚
に
住
す
こ
と
が
、
如
来
と
等
し
い
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
、
煩
悩
を
成
就
し
た
凡
夫
に
お
け
る
信
心
は
、
弥
陀
如
来
の
本
願
力
、

あ
る
い
は
安
楽
浄
土
の
徳
に
よ
り
、
大
乗
正
定
聚
に
入
る
こ
と
、
無
生
法
忍
を
得
る

こ
と
、
「
生
死
即
涅
槃
」
を
証
知
せ
ら
れ
る
こ
と
が
説
か
れ
る
。
そ
し
て
正
定
聚
に

住
す
る
が
故
に
、
必
ず
滅
度
に
至
る
と
い
う
救
済
が
示
さ
れ
、
「
必
至
滅
度
」
＝

「
常
楽
」
＝
「
畢
竟
寂
滅
」
＝
「
無
上
涅
槃
」
＝
「
無
為
法
身
」
＝
「
実
相
」
（
無

相
）
＝
「
法
性
」
＝
「
真
如
」
＝
「
一
如
」
と
も
転
釈
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
凡
夫
人

の
「
煩
悩
」
の
「
成
就
相
」
に
お
い
て
、
「
生
死
即
涅
槃
」
の
証
知
、
「
住
正
定
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聚
」
、
「
必
至
滅
度
」
、
「
無
上
涅
槃
」
の
証
果
が
明
か
さ
れ
る

19

。 

し
か
し
そ
の

一
方
、
「
煩
悩
具
足
」
は
、
「
煩
悩
を
そ
な
え
る
」
に
つ
い
て
説
か
れ
る
の
で
、

「
成
就
相
」
も
語
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
が
、
「
煩
悩
」
の
実
有
的
側
面
も
示
さ
れ
る

こ
と
に
な
ろ
う
。

　

「
煩
悩
成
就
」
に
続
い
て
「
煩
悩
具
足
」
の
御
自
釈
に
つ
い
て
示
し
た
い
。
『
教

行
信
証
』
に
お
い
て
「
煩
悩
具
足
」
に
関
す
る
御
自
釈
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
「
煩

悩
を
具
足
せ
る
凡
夫
」
と
あ
る
も
の
は
全
て
引
文
で
あ
り
、
実
有
的
側
面
の
み
が
引

用
さ
れ
る

20

。
そ
こ
で
『
教
行
信
証
』
以
外
の
書
物
の
御
自
釈
を
見
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
「
煩
悩
成
就
」
と
同
様
に
、
煩
悩
の
生
死
即
涅
槃
（
無
自
性
）
の
側
面
、
つ

ま
り
成
就
相
（
救
済
）
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
部
分
を
示
し
た
い
。
『
入
出
二
門

偈
』
に
、

煩
悩
を
具
足
せ
る
凡
夫
人
、
仏
願
力
に
よ
り
て
信
を
獲
得
す
。
（
中
略
）
安
楽

土
に
到
れ
ば
、
か
な
ら
ず
自
然
に
、
す
な
は
ち
法
性
の
常
楽
を
証
せ
し
む
と
の

た
ま
へ
り

21

。

と
語
り
、
煩
悩
を
具
足
し
た
凡
夫
人
は
、
仏
願
力
に
よ
っ
て
信
を
獲
得
し
、
安
楽
浄

土
に
至
れ
ば
自
然
に
法
性
の
常
楽
を
さ
と
ら
し
め
る
こ
と
が
説
か
れ
る
。
同
様
に
、

『
高
僧
和
讃
』
「
善
導
讃
」
に
は
、

煩
悩
具
足
と
信
知
し
て
　

本
願
力
に
乗
ず
れ
ば
　

す
な
は
ち
穢
身
す
て
は
て
て

法
性
常
楽
証
せ
し
む

222

と
讃
歎
し
、
「
煩
悩
具
足
」
を
信
知
し
本
願
力
に
乗
ず
る
こ
と
で
、
穢
土
の
身
を
捨
て

果
て
、
法
性
常
住
を
さ
と
ら
し
め
る
こ
と
を
明
か
す
。
ま
た
『
唯
信
鈔
文
意
』
に
は
、

ひ
と
す
ぢ
に
具
縛
の
凡
愚
・
屠
沽
の
下
類
、
無
碍
光
仏
の
不
可
思
議
の
本
願
、

広
大
智
慧
の
名
号
を
信
楽
す
れ
ば
、
煩
悩
を
具
足
し
な
が
ら
無
上
大
涅
槃
に
い

た
る
な
り

23

。

具
縛
は
よ
ろ
づ
の
煩
悩
に
し
ば
ら
れ
た
る
わ
れ
ら
な
り
、
煩
は
身
を
わ
づ
ら
は

す
、
悩
は
こ
こ
ろ
を
な
や
ま
す
と
い
ふ

24

。

と
述
べ
、
様
々
な
煩
悩
に
縛
ら
れ
る
我
ら
愚
か
な
凡
夫
（
凡
愚
）
は
、
無
碍
光
仏
の

不
可
思
議
の
本
願
、
広
大
な
る
智
慧
の
名
号
を
信
楽
す
れ
ば
、
身
を
煩
わ
し
心
を
悩

ま
す
「
煩
悩
」
を
具
足
し
な
が
ら
「
無
上
大
涅
槃
」
に
至
る
と
説
く
。

　

ま
た
『
弥
陀
如
来
名
号
徳
』
に
は
、

煩
悩
を
具
足
せ
る
わ
れ
ら
、
無
碍
光
仏
の
御
ち
か
ひ
を
ふ
た
ご
こ
ろ
な
く
信
ず

る
ゆ
ゑ
に
、
無
量
光
明
土
に
い
た
る
な
り
。
光
明
土
に
い
た
れ
ば
自
然
に
無
量

の
徳
を
得
し
め
、
広
大
の
ひ
か
り
を
具
足
す
。
広
大
の
光
を
得
る
ゆ
ゑ
に
、
さ

ま
ざ
ま
の
さ
と
り
を
ひ
ら
く
な
り

25
。

と
あ
り
、
煩
悩
を
具
足
し
た
我
等
は
、
無
碍
光
仏
の
誓
い
を
信
ず
る
が
故
に
、
無
量

光
明
土
に
至
る
。
光
明
土
に
至
れ
ば
自
然
に
さ
と
り
を
開
く
と
明
か
す
。
さ
ら
に

『
親
鸞
聖
人
御
消
息
』
に
は
、

他
力
と
申
す
は
、
仏
智
不
思
議
に
て
候
ふ
な
る
と
き
に
、
煩
悩
具
足
の
凡
夫
の

無
上
覚
の
さ
と
り
を
得
候
ふ
な
る
こ
と
を
ば
、
仏
と
仏
の
み
御
は
か
ら
ひ
な
り

26

、

と
書
か
れ
て
い
る
。
他
力
と
は
仏
智
の
不
思
議
な
は
た
ら
き
で
あ
り
、
「
煩
悩
具

足
」
の
凡
夫
が
無
上
覚
の
さ
と
り
を
得
る
こ
と
は
仏
の
計
ら
い
で
あ
る
と
説
く
。
こ

れ
ら
の
御
自
釈
に
お
い
て
、
親
鸞
は
「
煩
悩
具
足
」
に
も
、
即
涅
槃
、
救
済
が
語
ら

れ
る
。
そ
の
一
方
、
「
煩
悩
具
足
」
に
は
「
煩
悩
」
の
実
有
的
側
面
が
示
さ
れ
る
。

　

『
尊
号
真
像
銘
文
』
に
は
、

煩
悩
具
足
の
衆
生
は
、
も
と
よ
り
真
実
の
心
な
し
、
清
浄
の
心
な
し
、
濁
悪
邪

見
の
ゆ
ゑ
な
り

27

。

と
示
す
。
ま
た
『
唯
信
鈔
文
意
』
に
は
、

「
内
」
は
う
ち
と
い
ふ
、
こ
こ
ろ
の
う
ち
に
煩
悩
を
具
せ
る
ゆ
ゑ
に
虚
な
り
、

仮
な
り

28

。

と
述
べ
る
。
「
煩
悩
具
足
」
の
凡
夫
に
は
、
真
実
の
心
な
く
、
清
浄
の
心
な
く
、
濁

悪
邪
見
で
あ
り
、
虚
仮
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
る
。
そ
し
て
『
親
鸞
聖
人
御
消
息
』

に
は
、
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煩
悩
具
足
の
身
な
れ
ば
と
て
、
こ
こ
ろ
に
ま
か
せ
て
、
身
に
も
す
ま
じ
き
こ
と

を
も
ゆ
る
し
、
口
に
も
い
ふ
ま
じ
き
こ
と
を
も
ゆ
る
し
、
こ
こ
ろ
に
も
お
も
ふ

ま
じ
き
こ
と
を
も
ゆ
る
し
て
、
い
か
に
も
こ
こ
ろ
の
ま
ま
に
て
あ
る
べ
し
と
申

し
あ
う
て
候
ふ
ら
ん
こ
そ
、
か
へ
す
が
へ
す
不
便
に
お
ぼ
え
候
へ

29

。

煩
悩
具
足
し
た
る
身
な
れ
ば
、
わ
が
こ
こ
ろ
の
善
悪
を
ば
沙
汰
せ
ず
、
迎
へ
た

ま
ふ
ぞ
と
は
申
し
候
へ

30

。

わ
が
身
の
わ
る
け
れ
ば
、
い
か
で
か
如
来
迎
へ
た
ま
は
ん
と
お
も
ふ
べ
か
ら
ず
、

凡
夫
は
も
と
よ
り
煩
悩
具
足
し
た
る
ゆ
ゑ
に
、
わ
る
き
も
の
と
お
も
ふ
べ
し

31

。

と
述
べ
て
い
る
。
「
煩
悩
具
足
」
の
身
で
あ
れ
ば
、
心
に
任
せ
身
に
も
口
に
も
心
に

も
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
許
す
こ
と
、
物
事
の
善
悪
を
定
め
ら
れ
ず
、
ま
た
悪
い

も
の
で
あ
る
と
示
し
、
煩
悩
の
実
有
的
側
面
（
妙
有
）
が
語
ら
れ
る
。

　

以
上
、
「
煩
悩
成
就
」
と
「
煩
悩
具
足
」
の
御
自
釈
か
ら
、
「
煩
悩
具
足
」
と
は

「
煩
悩
」
を
そ
な
え
る
こ
と
で
あ
る
が
故
に
、
「
煩
悩
」
の
実
有
的
側
面
（
煩
悩
の

妙
有
）
と
、
「
成
就
相
」
と
な
る
無
自
性
空
（
即
菩
提
・
即
涅
槃
・
真
空
）
の
側
面

（
「
煩
悩
成
就
」
）
の
二
側
面
が
説
か
れ
て
い
る
と
了
解
で
き
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

「
煩
悩
具
足
」
は
「
煩
悩
成
就
」
を
包
摂
す
る
も
の
と
な
り
、
「
煩
悩
成
就
」
（
真

空
）
と
「
煩
悩
具
足
」
（
妙
有
）
は
不
一
不
異
、
相
即
の
関
係
に
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
こ
で
二
つ
の
相
違
（
不
一
）
に
着
目
し
て
「
煩
悩
具
足
（
真
空
妙
有
の
「
煩

悩
」
を
そ
な
え
る
）
」
の
凡
夫
の
二
側
面
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

①
煩
悩
成
就
　

↓
　

煩
悩
（
即
菩
提
）
の
成
就
、
「
煩
悩
」
の
成
就
相
（
真
空
・

無
相
）

生
死
即
涅
槃
、
正
定
聚
住
不
退
転
、
安
楽
浄
土
、
無
上
大
涅

槃
（
証
果
・
救
済
）

　

②
煩
悩
具
足
　

↓
　

煩
悩
を
実
有
的
理
解
す
る
、
「
煩
悩
」
の
妙
有
相
（
断
煩

悩
・
有
相
）

煩
悩
の
林
・
濁
悪
邪
見
・
真
実
心
な
し
・
具
縛
・
虚
仮
・
輪

廻

　

弥
陀
の
用
（
誘
引
・
悲
引
・
本
願
力
）
に
よ
り
、
「
煩
悩
具
足
」
の
凡
夫
は
、
②

の
側
面
か
ら
①
の
側
面
の
「
煩
悩
成
就
」
へ
と
開
導
せ
ら
れ
、
証
知
せ
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
次
に
、
そ
の
阿
弥
陀
如
来
の
浄
土
の
用
き
に
つ
い
て
論

考
し
た
い
。

　

二
　

親
鸞
に
お
け
る
「
如
来
浄
土
」
の
論
理

　

拙
稿

32

に
お
い
て
、
親
鸞
の
「
智
慧
」
の
構
造
を
明
か
す
際
、
「
如
来
浄
土
」
に
つ

い
て
論
考
し
て
い
る
。
共
通
す
る
部
分
も
あ
る
が
、
関
連
す
る
内
容
な
の
で
述
べ
て

お
き
た
い
。
ま
ず
『
一
念
多
念
文
意
』
に
、

一
実
真
如
と
申
す
は
無
上
大
涅
槃
な
り
。
（
中
略
）
こ
の
一
如
宝
海
よ
り
か
た

ち
を
あ
ら
は
し
て
、
法
蔵
菩
薩
と
な
の
り
た
ま
ひ
て
、
無
碍
の
ち
か
ひ
を
お
こ

し
た
ま
ふ
を
た
ね
と
し
て
、
阿
弥
陀
仏
と
な
り
た
ま
ふ
が
ゆ
ゑ
に
、
報
身
如
来

と
申
す
な
り
。
（
中
略
）
こ
の
如
来
を
、
南
無
不
可
思
議
光
仏
と
も
申
す
な

り
。
こ
の
如
来
を
方
便
法
身
と
は
申
す
な
り
。
方
便
と
申
す
は
、
か
た
ち
を
あ

ら
は
し
、
御
な
を
し
め
し
て
、
衆
生
に
し
ら
し
め
た
ま
ふ
を
申
す
な
り
。
す
な

は
ち
阿
弥
陀
仏
な
り
。
こ
の
如
来
は
光
明
な
り
、
光
明
は
智
慧
な
り
、
智
慧
は

ひ
か
り
の
か
た
ち
な
り
、
智
慧
ま
た
か
た
ち
な
け
れ
ば
不
可
思
議
光
仏
と
申
す

な
り

33

。

と
語
る
。
親
鸞
は
、
「
一
実
真
如
」
（
「
無
上
大
涅
槃
」
）
な
る
「
一
如
宝
海
」
よ

り
「
か
た
ち
」
を
現
し
、
法
蔵
菩
薩
と
な
の
ら
れ
て
、
無
碍
の
誓
い
を
お
こ
し
、
阿

弥
陀
仏
と
成
る
か
ら
、
「
報
身
如
来
」
と
い
い
、
こ
の
「
如
来
」
を
「
南
無
不
可
思

議
光
仏
」
と
も
「
方
便
法
身
」
と
も
明
か
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
「
方
便
」
と

は
、
「
か
た
ち
」
を
表
し
、
「
御
名
」
を
示
し
て
、
「
衆
生
に
し
ら
し
め
た
ま
ふ
」

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
阿
弥
陀
仏
」
で
あ
る
。
こ
の
「
如
来
」
（
阿
弥
陀
仏
）
は
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「
光
明
」
で
あ
り
、
「
智
慧
」
で
あ
り
、
「
智
慧
」
は
「
光
の
か
た
ち
」
で
あ
る
と

し
、
さ
ら
に
、
「
智
慧
」
に
「
か
た
ち
」
な
け
れ
ば
、
「
不
可
思
議
光
仏
」
と
い
う

と
す
る
。
続
い
て
、
『
唯
信
鈔
文
意
』
に
は
、

法
性
す
な
は
ち
法
身
な
り
。
法
身
は
い
ろ
も
な
し
、
か
た
ち
も
ま
し
ま
さ
ず
。

し
か
れ
ば
、
こ
こ
ろ
も
お
よ
ば
れ
ず
、
こ
と
ば
も
た
え
た
り
。
こ
の
一
如
よ
り

か
た
ち
を
あ
ら
は
し
て
、
方
便
法
身
と
申
す
御
す
が
た
を
し
め
し
て
、
法
蔵
比

丘
と
な
の
り
た
ま
ひ
て
、
不
可
思
議
の
大
誓
願
を
お
こ
し
て
あ
ら
は
れ
た
ま
ふ

御
か
た
ち
を
ば
、
世
親
菩
薩
（
天
親
）
は
「
尽
十
方
無
碍
光
如
来
」
と
な
づ
け

た
て
ま
つ
り
た
ま
へ
り
。
こ
の
如
来
を
報
身
と
申
す
、
（
中
略
）
報
身
よ
り

応
・
化
等
の
無
量
無
数
の
身
を
あ
ら
は
し
て
、
微
塵
世
界
に
無
碍
の
智
慧
光
を

放
た
し
め
た
ま
ふ
ゆ
ゑ
に
尽
十
方
無
碍
光
仏
と
申
す
ひ
か
り
に
て
、
か
た
ち
も

ま
し
ま
さ
ず
、
い
ろ
も
ま
し
ま
さ
ず
。
（
中
略
）
し
か
れ
ば
阿
弥
陀
仏
は
光
明

な
り
、
光
明
は
智
慧
の
か
た
ち
な
り
と
し
る
べ
し

34

。

と
述
べ
る
。
つ
ま
り
、
「
い
ろ
も
な
し
、
か
た
ち
も
ま
し
ま
さ
ず
」
と
い
う
「
色
・

形
・
心
・
言
説
」
を
超
克
し
た
、
「
法
身
」
（
一
如
・
法
性
法
身
・
か
た
ち
な
き
智

慧
）
と
、
「
か
た
ち
」
を
表
す
「
色
・
形
・
言
説
」
で
示
さ
れ
る
「
阿
弥
陀
仏
」

（
如
来
・
方
便
法
身
・
方
便
・
智
慧
の
か
た
ち
）
の
二
種
に
大
別
し
て
示
し
て
い

く
。
「
か
た
ち
な
き
智
慧
」
（
無
相
・
般
若
・
法
性
法
身
）
と
「
智
慧
の
か
た
ち
」

（
有
相
・
方
便
・
方
便
法
身
）
に
配
当
し
て
説
か
れ
る
。
そ
し
て
『
自
然
法
爾
章
』

に
、

無
上
仏
と
申
す
は
、
か
た
ち
も
な
く
ま
し
ま
す
。
か
た
ち
も
ま
し
ま
さ
ぬ
ゆ
ゑ

に
、
自
然
と
は
申
す
な
り
。
か
た
ち
ま
し
ま
す
と
し
め
す
と
き
は
、
無
上
涅
槃
と

は
申
さ
ず
。
か
た
ち
も
ま
し
ま
さ
ぬ
や
う
を
し
ら
せ
ん
と
て
、
は
じ
め
に
弥
陀
仏

と
ぞ
き
き
な
ら
ひ
て
候
ふ
。
弥
陀
仏
は
自
然
の
や
う
を
し
ら
せ
ん
料
な
り

35

。

と
述
べ
、
「
自
然
の
や
う
」
（
真
実
・
無
上
仏
・
無
上
涅
槃
・
か
た
ち
も
ま
し
ま
さ

ぬ
＝
法
性
法
身
）
を
知
ら
せ
る
た
め
の
「
阿
弥
陀
仏
」
（
か
た
ち
ま
し
ま
す
＝
方
便

法
身
）
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
「
仏
身
仏
土
」
に
つ
い
て
、
「
報
身
・
報
土
」
（
真
仏
土
）
と
「
応

身
・
応
土
」
「
化
身
・
化
土
」
（
方
便
化
身
土
）
を
明
か
し
て
い
く
。
ま
ず
前
述
の

通
り
、
『
教
行
信
証
』
「
証
巻
」
に
、

寂
滅
は
す
な
は
ち
こ
れ
無
上
涅
槃
な
り
。
無
上
涅
槃
は
す
な
は
ち
こ
れ
無
為
法

身
な
り
。
無
為
法
身
は
す
な
は
ち
こ
れ
実
相
な
り
。
実
相
は
す
な
は
ち
こ
れ
法

性
な
り
。
法
性
は
す
な
は
ち
こ
れ
真
如
な
り
。
真
如
は
す
な
は
ち
こ
れ
一
如
な

り
。
し
か
れ
ば
弥
陀
如
来
は
如
よ
り
来
生
し
て
、
報
・
応
・
化
、
種
々
の
身
を

示
し
現
じ
た
ま
ふ
な
り

36

。

と
示
し
、
「
如
」
（
寂
滅
・
無
上
涅
槃
・
無
為
法
身
・
実
相
・
法
性
・
真
如
）
よ
り

来
生
し
「
報
・
応
・
化
」
種
々
の
身
を
現
じ
、
し
か
も
「
報
身
よ
り
応
・
化
等
の
無

量
無
数
の
身
を
あ
ら
は
」
す
の
で
あ
る
か
ら
、
「
一
如
」
（
法
性
）
よ
り
来
生
す
る

「
か
た
ち
」
（
如
来
・
方
便
）
に
お
い
て
、
「
報
身
報
土
」
と
「
応
化
身
・
応
化

土
」
が
語
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
『
教
行
信
証
』
「
真
仏
土
巻
」
に
、

す
で
に
も
つ
て
真
仮
み
な
こ
れ
大
悲
の
願
海
に
酬
報
せ
り
。
ゆ
ゑ
に
知
ん
ぬ
、

報
仏
土
な
り
と
い
ふ
こ
と
を
。
ま
こ
と
に
仮
の
仏
土
の
業
因
千
差
な
れ
ば
、
土

も
ま
た
千
差
な
る
べ
し
。
こ
れ
を
方
便
化
身
・
化
土
と
名
づ
く
。
真
仮
を
知
ら

ざ
る
に
よ
り
て
、
如
来
広
大
の
恩
徳
を
迷
失
す
。
こ
れ
に
よ
り
て
、
い
ま
真

仏
・
真
土
を
顕
す
。
こ
れ
す
な
は
ち
真
宗
の
正
意
な
り

37

。

と
述
べ
、
「
大
悲
」
の
願
海
に
酬
報
す
る
「
真
仮
」
の
仏
身
仏
土
を
説
示
し
、
「
真

仮
」
の
不
知
は
、
「
如
来
」
の
広
大
な
恩
徳
を
迷
失
す
る
も
の
で
あ
る
と
明
か
す
。

さ
ら
に
、

つ
つ
し
ん
で
真
仏
土
を
案
ず
れ
ば
、
仏
は
す
な
は
ち
こ
れ
不
可
思
議
光
如
来
な

り
、
土
は
ま
た
こ
れ
無
量
光
明
土
な
り
。
し
か
れ
ば
す
な
は
ち
大
悲
の
誓
願
に

酬
報
す
る
が
ゆ
ゑ
に
、
真
の
報
仏
土
と
い
ふ
な
り

38

。

と
も
語
り
、
「
真
仏
土
」
は
「
報
仏
土
」
「
光
明
」
で
あ
る
こ
と
を
明
か
す
。
そ
し
て
、
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そ
れ
報
を
案
ず
れ
ば
、
如
来
の
願
海
に
よ
り
て
果
成
の
土
を
酬
報
せ
り
。
ゆ
ゑ

に
報
と
い
ふ
な
り
。
し
か
る
に
願
海
に
つ
い
て
真
あ
り
仮
あ
り
。
こ
こ
を
も
つ

て
ま
た
仏
土
に
つ
い
て
真
あ
り
仮
あ
り
。
選
択
本
願
の
正
因
に
よ
り
て
、
真
仏

土
を
成
就
せ
り
。
真
仏
と
い
ふ
は
、
『
大
経
』
（
上
）
に
は
「
無
辺
光
仏
・
無

碍
光
仏
」
と
の
た
ま
へ
り
、
（
中
略
）
真
土
と
い
ふ
は
、
『
大
経
』
に
は
「
無

量
光
明
土
」
（
平
等
覚
経
・
二
）
と
の
た
ま
へ
り
、
あ
る
い
は
「
諸
智
土
」

（
如
来
会
・
下
）
と
の
た
ま
へ
り
。
以
上
『
論
』
（
浄
土
論
）
に
は
「
究
竟
し
て

虚
空
の
ご
と
し
、
広
大
に
し
て
辺
際
な
し
」
と
い
ふ
な
り
。
往
生
と
い
ふ
は
、

『
大
経
』
（
上
）
に
は
「
皆
受
自
然
虚
無
之
身
無
極
之
体
」
と
の
た
ま
へ
り
。

（
中
略
）
ま
た
「
難
思
議
往
生
」
（
法
事
讃
・
上
）
と
い
へ
る
こ
れ
な
り

39

。

と
述
べ
る
。
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
親
鸞
は
、
「
報
土
」
に
つ
い
て
「
光
明
土
」

で
あ
り
、
「
諸
智
土
」
で
あ
り
、
虚
空
ご
と
く
で
あ
り
、
虚
無
の
身
と
無
極
の
体
を

受
け
る
と
し
て
、
「
無
相
」
の
「
か
た
ち
（
相
）
」
（
如
来
・
方
便
・
大
悲
）
の
仏

身
仏
土
を
語
る
。
つ
ま
り
「
報
身
報
土
」
を
「
相
即
無
相
」
の
仏
身
仏
土

40

と
し
て
明

か
し
、
「
難
思
議
往
生
」
を
示
す
。
さ
ら
に
そ
れ
に
続
い
て
、

仮
の
仏
土
と
は
、
下
に
あ
り
て
知
る
べ
し
。
す
で
に
も
つ
て
真
仮
み
な
こ
れ
大

悲
の
願
海
に
酬
報
せ
り
。
ゆ
ゑ
に
知
ん
ぬ
、
報
仏
土
な
り
と
い
ふ
こ
と
を
。
ま

こ
と
に
仮
の
仏
土
の
業
因
千
差
な
れ
ば
、
土
も
ま
た
千
差
な
る
べ
し
。
こ
れ
を

方
便
化
身
・
化
土
と
名
づ
く
。
真
仮
を
知
ら
ざ
る
に
よ
り
て
、
如
来
広
大
の
恩

徳
を
迷
失
す
。
こ
れ
に
よ
り
て
、
い
ま
真
仏
・
真
土
を
顕
す
。
こ
れ
す
な
は
ち

真
宗
の
正
意
な
り

41

。

と
述
べ
「
仮
の
仏
土
」
を
説
い
て
い
く
。
要
す
る
に
、
「
真
仮
」
は
全
て
大
悲
の
願
海

に
酬
報
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
「
報
仏
土
」
（
報
中
の
化
）
を
明
か
す
も
の
で

あ
り
、
化
の
浄
土
（
有
相
）
は
報
の
浄
土
（
無
相
即
相
）
へ
の
方
便
（
悲
引
・
誘
引
・

プ
ロ
セ
ス

42

）
と
し
て
示
し
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
「
方
便
化
身
土
巻
」
に
お
い
て
、

つ
つ
し
ん
で
化
身
土
を
顕
さ
ば
、
仏
は
『
無
量
寿
仏
観
経
』
の
説
の
ご
と
し
、

真
身
観
の
仏
こ
れ
な
り
。
土
は
『
観
経
』
の
浄
土
こ
れ
な
り

43

。

と
語
り
、
親
鸞
は
、
「
有
相
」
と
も
い
え
る
「
か
た
ち
」
（
如
来
・
方
便
）
の
浄
土

を
明
ら
か
に
す
る
。
「
方
便
」
（
か
た
ち
・
如
来
）
の
う
ち
に
「
報
身
報
土
」
（
無

相
即
相
）
と
「
応
化
身
・
応
化
土
」
（
有
相
）
の
二
種
の
仏
身
仏
土
を
説
く
だ
け
で

な
く
、
「
報
仏
土
」
の
中
に
「
方
便
化
身
土
」
（
報
中
の
化
）
を
語
り
、
暫
用
還
廃

の
義
を
示
し
、
実
体
的
有
相
な
る
「
方
便
化
身
土
」
か
ら
、
無
相
の
相
で
あ
る
真
の

「
報
土
」
へ
と
誘
引
・
悲
引
し
、
真
実
に
入
ら
し
め
る
階
梯
（
プ
ロ
セ
ス
）
を
も
示

し
て
い
く
の
で
あ
る

44

。
こ
れ
を
図
示
す
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る

45

。

如
　

＝
　

真
実
・
一
如
・
法
性
・
か
た
ち
な
き
智
慧
・
無
上
仏
・
法
性
法
身
（
無
相
）

（
無
色
・
無
形
・
無
言
）
→
　

 

←
　

（
如
よ
り
来
生
し
報
応
化
の
身
を
現
ず
る
）

如
来
　

＝
　

方
便
・
智
慧
の
か
た
ち
・
方
便
法
身
（
相
即
無
相
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

用
①
　

真
実
報
土
・
真
仏
土
（
相
即
無
相
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

→
　

  

〔
暫
用
還
廃
・
階
梯
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　

用
②
　

方
便
化
身
土
・
応
化
土
・
化
（
報
中
の
化
・
有
相
）

　

三
　

親
鸞
に
お
け
る
「
煩
悩
成
就
」
と
「
如
来
浄
土
」
の
論
理

　

親
鸞
に
お
け
る
「
如
来
浄
土
」
の
論
理
を
踏
ま
え
て
「
煩
悩
成
就
」
と
「
煩
悩
具

足
」
の
往
生
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
「
煩
悩
成
就
」
は
「
煩
悩
」
（
即
菩
提
・
即
涅

槃
・
無
相
）
を
成
就
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
無
相
即
相
の
「
真
実
報
土
」
へ
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往
生
す
る
と
い
え
る
。
「
煩
悩
具
足
」
と
「
煩
悩
成
就
」
は
不
一
不
異
の
関
係
に
あ

る
が
、
不
一
の
立
場
か
ら
み
て
「
煩
悩
具
足
」
の
往
生
と
は
、
「
方
便
化
身
土
」

（
報
〈
報
土
・
無
相
即
相
〉
中
の
化
〈
有
相
〉
）
へ
の
往
生
と
考
え
ら
れ
る
。
親
鸞

の
「
煩
悩
成
就
・
具
足
」
の
御
自
釈
の
文
言
を
前
項
の
「
如
来
浄
土
」
の
用
①
と
②

に
配
当
す
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

用
①
　

煩
悩
の
成
就
（
真
空
）
　

「
煩
悩
」
の
成
就
相
（
無
自
性
空
）
　

真
実
報
土
（
無
相
即
相
）

煩
悩
即
菩
提
、
正
定
聚
・
住
不
退
転
、
安
楽
浄
土
、
無
上
大
涅
槃

（
証
果
・
救
済
）

煩
悩
成
就
せ
る
凡
夫
人
、
煩
悩
を
断
ぜ
ず
し
て
涅
槃
を
得
、
す
な

は
ち
こ
れ
安
楽
自
然
の
徳
な
り
。
（
入
出
二
門
偈
）

煩
悩
成
就
の
凡
夫
、
生
死
罪
濁
の
群
萌
、
往
相
の
心
行
を
獲
れ
ば

す
な
は
ち
大
乗
正
定
の
聚
に
住
す
。
正
定
聚
に
住
す
れ
ば
か
な
ら

ず
か
な
ら
ず
滅
度
に
至
る
。
（
浄
土
文
類
聚
鈔
）

煩
悩
を
具
足
せ
る
凡
夫
人
、
仏
願
力
に
よ
り
て
信
を
獲
得
す
。 

（
中
略
）
安
楽
土
に
到
れ
ば
、
か
な
ら
ず
自
然
に
、
す
な
は
ち
法

性
の
常
楽
を
証
せ
し
む
と
の
た
ま
へ
り
。
（
入
出
二
門
偈
）

ひ
と
す
ぢ
に
具
縛
の
凡
愚
・
屠
沽
の
下
類
、
無
碍
光
仏
の
不
可
思

議
の
本
願
、
広
大
智
慧
の
名
号
を
信
楽
す
れ
ば
、
煩
悩
を
具
足
し

な
が
ら
無
上
大
涅
槃
に
い
た
る
な
り
。
（
唯
信
鈔
文
意
）

煩
悩
を
具
足
せ
る
わ
れ
ら
、
無
碍
光
仏
の
御
ち
か
ひ
を
ふ
た
ご
こ

ろ
な
く
信
ず
る
ゆ
ゑ
に
、
無
量
光
明
土
に
い
た
る
な
り
。
（
弥
陀

如
来
名
号
徳
）
　
　

用
②
　

煩
悩
の
実
有
（
妙
有
）
　

濁
悪
邪
見
・
真
実
心
な
し
・
具
縛
・
虚

仮
・
輪
廻
　

応
化
土
（
有
相
）

煩
悩
具
足
の
衆
生
は
、
も
と
よ
り
真
実
の
心
な
し
、
清
浄
の
心
な

し
、
濁
悪
邪
見
の
ゆ
ゑ
な
り
。

（
尊
号
真
像
銘
文
）

「
内
」
は
う
ち
と
い
ふ
、
こ
こ
ろ
の
う
ち
に
煩
悩
を
具
せ
る
ゆ
ゑ

に
虚
な
り
、
仮
な
り
。

（
唯
信
鈔
文
意
）

こ
の
身
の
や
う
に
て
は
な
ん
ぞ
往
生
せ
ん
ず
る
と
い
ふ
ひ
と
に
こ

そ
、
煩
悩
具
足
し
た
る
身
な
れ
ば
、
わ
が
こ
こ
ろ
の
善
悪
を
ば
沙

汰
せ
ず
、
迎
へ
た
ま
ふ
ぞ
と
は
申
し
候
へ
。
（
御
消
息
）

　

右
に
示
し
た
「
御
自
釈
」
の
文
言
の
配
当
か
ら
、
②
に
配
当
し
た
文
言
に
救
済

（
往
生
浄
土
、
滅
度
な
ど
）
は
語
ら
れ
ず
、
①
へ
と
開
導
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

救
済
が
成
し
遂
げ
ら
れ
て
い
く
構
造
で
あ
る
か
ら
、
「
煩
悩
具
足
」
（
煩
悩
を
そ
な

え
る
）
の
凡
夫
は
、
如
来
浄
土
の
用
（
誘
引
・
悲
引
・
本
願
）
に
よ
り
、
「
煩
悩
成

就
」
（
煩
悩
を
成
就
し
た
）
の
凡
夫
へ
と
開
導
せ
ら
れ
、
「
生
死
即
涅
槃
」
を
証
知

せ
ら
れ
る
こ
と
で
「
真
実
報
土
」
へ
の
往
生
が
な
さ
れ
、
「
無
上
大
涅
槃
」
の
証
果

を
得
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
「
煩
悩
具
足
」
の
凡
夫
は
「
真

実
報
土
」
に
往
生
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
如
来
浄
土
の
真
実
の
用
（
本
願
力
）
な
し

に
は
、
「
方
便
化
身
土
」
（
報
中
の
化
）
へ
の
往
生
と
な
る
。

　

ま
た
親
鸞
は
『
三
経
往
生
文
類
』
に
、

如
来
の
二
種
の
回
向
に
よ
り
て
、
真
実
の
信
楽
を
う
る
人
は
、
か
な
ら
ず
正
定

聚
の
位
に
住
す
る
が
ゆ
ゑ
に
他
力
と
申
す
な
り
。
（
中
略
）
こ
れ
は
『
大
無
量

寿
経
』
の
宗
致
と
し
た
ま
へ
り
。
こ
れ
を
難
思
議
往
生
と
申
す
な
り

46

。

と
語
り
、
「
大
経
往
生
」
に
つ
い
て
、
「
真
実
の
信
楽
を
得
る
人
」
は
「
住
正
定

聚
」
で
あ
る
が
故
に
「
他
力
」
と
い
い
、
「
難
思
議
往
生
」
で
あ
る
こ
と
を
明
か

す
。
そ
し
て

観
経
往
生
と
い
ふ
は
、
修
諸
功
徳
の
願
（
第
十
九
願
）
に
よ
り
、
至
心
発
願
の

如来浄土の用により開導せられ、

証知せられる方向（用②→用①）
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ち
か
ひ
に
い
り
て
、
万
善
諸
行
の
自
善
を
回
向
し
て
、
浄
土
を
欣
慕
せ
し
む
る

な
り
。
し
か
れ
ば
『
無
量
寿
仏
観
経
』
に
は
、
定
善
・
散
善
、
三
福
・
九
品
の

諸
善
、
あ
る
い
は
自
力
の
称
名
念
仏
を
説
き
て
、
九
品
往
生
を
す
す
め
た
ま
へ

り
。
こ
れ
は
他
力
の
な
か
に
自
力
を
宗
致
と
し
た
ま
へ
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
観
経

往
生
と
申
す
は
、
こ
れ
み
な
方
便
化
土
の
往
生
な
り
。
こ
れ
を
双
樹
林
下
往
生

と
申
す
な
り

47

。

と
述
べ
る
。
「
観
経
往
生
」
と
は
修
諸
功
徳
の
願
（
第
十
九
願
）
で
あ
り
、
定
善
・

散
善
、
三
福
・
九
品
の
諸
善
、
あ
る
い
は
自
力
の
称
名
念
仏
を
説
き
、
九
品
往
生
を

す
す
め
、
他
力
（
十
八
願
・
報
土
）
の
な
か
の
自
力
（
化
土
）
を
説
き
、
い
わ
ゆ
る

「
報
」
（
真
実
報
土
・
他
力
・
煩
悩
成
就
）
中
の
「
化
」
（
方
便
化
身
土
・
自
力
・
実

有
的
煩
悩
理
解
）
に
関
連
付
け
ら
れ
て
お
り
、
「
観
経
往
生
」
と
は
全
て
「
方
便
化

身
土
」
の
往
生
と
も
明
か
す
。
故
に
か
か
る
説
示
か
ら
も
、
「
煩
悩
具
足
」
の
凡
夫
は

「
方
便
化
身
土
」
（
報
中
の
化
・
他
力
の
な
か
の
自
力
）
へ
の
往
生
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
親
鸞
は
「
極
楽
」
に
つ
い
て
、
『
唯
信
鈔
文
意
』
に
お
い
て
、

「
極
楽
無
為
涅
槃
界
」
と
い
ふ
は
、
「
極
楽
」
と
申
す
は
か
の
安
楽
浄
土
な

り
、
（
中
略
）
「
無
為
」
と
も
い
へ
り
。
「
涅
槃
界
」
と
い
ふ
は
無
明
の
ま
ど

ひ
を
ひ
る
が
へ
し
て
、
無
上
涅
槃
の
さ
と
り
を
ひ
ら
く
な
り
。
「
界
」
は
さ
か

ひ
と
い
ふ
、
さ
と
り
を
ひ
ら
く
さ
か
ひ
な
り
。
大
涅
槃
と
申
す
に
そ
の
名
無
量

な
り
、
（
中
略
）
「
涅
槃
」
を
ば
滅
度
と
い
ふ
、
無
為
と
い
ふ
、
安
楽
と
い

ふ
、
常
楽
と
い
ふ
、
実
相
と
い
ふ
、
法
身
と
い
ふ
、
法
性
と
い
ふ
、
真
如
と
い

ふ
、
一
如
と
い
ふ
、
仏
性
と
い
ふ
。
仏
性
す
な
は
ち
如
来
な
り
。
（
中
略
）
こ

の
信
心
す
な
は
ち
仏
性
な
り
、
仏
性
す
な
は
ち
法
性
な
り
、
法
性
す
な
は
ち
法

身
な
り
。
法
身
は
い
ろ
も
な
し
、
か
た
ち
も
ま
し
ま
さ
ず
。
し
か
れ
ば
、
こ
こ

ろ
も
お
よ
ば
れ
ず
、
こ
と
ば
も
た
え
た
り

48

。

と
示
し
、
「
極
楽
」
は
「
涅
槃
界
」
で
あ
り
、
無
明
の
惑
い
を
ひ
る
が
え
し
て
「
無

上
涅
槃
」
の
さ
と
り
を
ひ
ら
く
こ
と
で
あ
る
と
語
る
。
そ
し
て
「
滅
度
・
無
為
・
実

相
・
法
身
・
法
性
・
真
如
・
一
如
・
仏
性
・
如
来
」
（
無
相
）
と
転
釈
し
、
こ
れ
は

「
証
巻
」
冒
頭
に
も
同
様
の
転
釈
を
施
し
て
い
る

49

。

　

さ
ら
に
、
親
鸞
は
『
教
行
信
証
』
「
信
巻
・
菩
提
心
釈
」
や
「
証
巻
・
還
相
回
向

釈
」
に
、

『
無
量
寿
経
』
を
案
ず
る
に
、
（
中
略
）
み
な
無
上
菩
提
の
心
を
発
せ
ざ
る
は

な
し
。
こ
の
無
上
菩
提
心
は
す
な
は
ち
こ
れ
願
作
仏
心
な
り
。
願
作
仏
心
は
す

な
は
ち
こ
れ
度
衆
生
心
な
り
。
度
衆
生
心
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
衆
生
を
摂
取
し

て
有
仏
の
国
土
に
生
ぜ
し
む
る
心
な
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
か
の
安
楽
浄
土
に
生
ぜ

ん
と
願
ず
る
も
の
は
、
か
な
ら
ず
無
上
菩
提
心
を
発
す
る
な
り
。
も
し
人
、
無

上
菩
提
心
を
発
せ
ず
し
て
、
た
だ
か
の
国
土
の
受
楽
間
な
き
を
聞
き
て
、
楽
の

た
め
の
ゆ
ゑ
に
生
ぜ
ん
と
願
ぜ
ん
、
ま
た
ま
さ
に
往
生
を
得
ざ
る
べ
き
な
り
。

こ
の
ゆ
ゑ
に
い
ふ
こ
こ
ろ
は
、
自
身
住
持
の
楽
を
求
め
ず
、
一
切
衆
生
の
苦
を

抜
か
ん
と
欲
ふ
が
ゆ
ゑ
に
と
。
住
持
楽
と
は
、
い
は
く
、
か
の
安
楽
浄
土
は
阿

弥
陀
如
来
の
本
願
力
の
た
め
に
住
持
せ
ら
れ
て
受
楽
間
な
き
な
り
。
お
ほ
よ
そ

回
向
の
名
義
を
釈
せ
ば
、
い
は
く
、
お
の
れ
が
所
集
の
一
切
の
功
徳
を
も
つ
て

一
切
衆
生
に
施
与
し
た
ま
ひ
て
、
と
も
に
仏
道
に
向
か
へ
し
め
た
ま
ふ
な
り

50

と
曇
鸞
の
『
論
註
」
を
二
度
引
用
し
、
「
為
楽
浄
土
」
を
否
定
し
て
い
く

51

。
す
な
わ

ち
、
自
身
が
住
持
す
る
楽
を
求
め
ず
、
一
切
の
衆
生
の
苦
を
抜
く
こ
と
を
願
う
願
生

往
生
に
お
い
て
「
往
生
」
が
得
ら
れ
、
そ
れ
は
「
無
上
菩
提
心
」
「
願
作
仏
心
」

「
度
衆
生
心
」
で
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。
仮
に
、
「
煩
悩
成
就
」
が
実
有
的
・

実
体
的
煩
悩
を
完
全
に
満
た
す
こ
と
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
自
身
住
持
の

楽
」
と
等
し
く
な
り
、
親
鸞
が
「
極
楽
」
を
無
明
の
惑
い
を
ひ
る
が
え
し
て
「
無
上

涅
槃
」
を
ひ
ら
く
と
示
し
、
「
滅
度
・
無
為
・
実
相
・
一
如
」
と
同
義
と
釈
す
る
説

示
と
は
、
合
致
し
な
い
こ
と
に
な
る
と
い
え
よ
う

52

。
し
た
が
っ
て
「
自
力
」
（
他
力

の
な
か
の
自
力
）
に
よ
り
「
為
楽
浄
土
」
（
「
応
化
土
」
・
化
・
自
力
・
十
九
願
・

二
十
願
）
の
往
生
を
願
う
「
煩
悩
」
を
実
有
的
に
理
解
す
る
と
こ
ろ
の
「
煩
悩
具
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足
」
の
凡
夫
が
、
自
身
の
実
有
的
了
解
を
超
克
し
「
為
楽
浄
土
」
の
願
生
往
生
を
否

定
せ
し
め
翻
し
、
「
即
菩
提
」
（
無
上
涅
槃
の
さ
と
り
を
ひ
ら
く
）
の
「
煩
悩
」
を

成
就
し
た
者
と
な
ら
し
め
、
「
真
実
報
土
」
へ
と
往
生
せ
し
め
る
こ
と
が
、
阿
弥
陀

如
来
の
用
（
悲
引
・
誘
引
・
本
願
力
・
他
力
・
十
八
願
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
に
、
凡
夫
に
お
け
る
「
煩
悩
成
就
」
の
論
理
と
阿
弥
陀
如
来
の
用
で
あ
る
「
如

来
浄
土
」
の
論
理
と
が
合
致
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

結
論

　

親
鸞
に
お
け
る
「
煩
悩
成
就
」
と
「
煩
悩
具
足
」
は
不
一
不
異
・
相
即
で
あ
る
。

「
如
来
浄
土
」
に
お
い
て
は
「
真
実
報
土
」
と
「
方
便
化
身
土
」
（
応
化
土
）
の
二

つ
の
用
が
あ
る
が
、
「
煩
悩
成
就
」
と
「
煩
悩
具
足
」
の
不
一
の
立
場
か
ら
考
え
れ

ば
、
凡
夫
の
「
煩
悩
成
就
」
の
煩
悩
は
「
即
菩
提
」
（
真
空
）
に
、
「
煩
悩
具
足
」

の
煩
悩
は
煩
悩
の
実
有
的
側
面
（
妙
有
）
に
配
当
で
き
る
こ
と
か
ら
、
「
煩
悩
成

就
」
の
凡
夫
は
「
真
実
報
土
」
へ
の
往
生
、
「
煩
悩
具
足
」
の
凡
夫
は
「
方
便
化
身

土
」
（
応
化
土
・
「
報
（
無
相
即
相
）
中
の
化
（
有
相
）
」
）
へ
の
往
生
と
な
ろ

う
。
そ
し
て
い
わ
ゆ
る
「
報
中
の
化
」
、
「
暫
用
還
廃
」
の
義
に
よ
り
、
親
鸞
の

「
煩
悩
成
就
」
と
「
如
来
浄
土
」
の
論
理
は
、
「
煩
悩
」
を
実
有
的
に
了
解
す
る

「
煩
悩
具
足
」
の
凡
夫
が
、
如
来
浄
土
の
用
（
誘
引
・
悲
引
・
本
願
力
）
に
よ
り

「
煩
悩
」
を
成
就
せ
ら
れ
、
「
煩
悩
」
を
無
自
性
空
と
正
し
く
了
解
せ
ら
れ
る
凡
夫

（
「
煩
悩
即
菩
提
」
を
証
知
せ
ら
れ
た
凡
夫
）
へ
と
開
導
せ
ら
れ
、
無
相
即
相
の
報

土
往
生
（
現
生
正
定
聚
・
住
不
退
転
）
を
成
し
遂
げ
、
「
無
上
大
涅
槃
」
の
証
果
を

得
る
論
理
で
あ
る
と
い
え
る
。
も
し
仮
に
、
「
煩
悩
成
就
」
が
実
有
的
煩
悩
の
成
就

を
意
味
す
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
煩
悩
」
を
実
有
的
に
満
た
す
「
方
便
化
身
土
」

へ
の
往
生
、
自
力
の
「
観
経
往
生
」
と
も
な
り
え
よ
う
。
し
か
し
親
鸞
は
「
煩
悩
成

就
」
に
い
う
「
煩
悩
」
を
全
て
煩
悩
即
菩
提
の
「
煩
悩
」
で
あ
る
と
し
、
「
為
楽
浄

土
」
へ
の
願
生
往
生
を
否
定
し
、
「
極
楽
」
と
は
「
涅
槃
界
」
で
あ
り
、
「
無
上
涅

槃
」
の
さ
と
り
を
ひ
ら
く
こ
と
で
あ
る
と
説
示
し
、
「
滅
度
・
無
為
・
実
相
・
法

身
・
法
性
・
真
如
・
一
如
」
と
転
釈
し
て
い
る
。

　

ま
た
親
鸞
は
、
『
唯
信
鈔
文
意
』
、
『
一
念
多
念
文
意
』
、
『
教
行
信
証
』
に
お

い
て
、
「
即
得
往
生
」
「
必
得
往
生

53

」
に
つ
い
て
語
る
。
こ
れ
ら
も
含
め
「
煩
悩
成

就
」
と
「
如
来
浄
土
」
の
論
理
を
考
え
れ
ば
、
如
来
浄
土
の
用
（
第
十
八
願
）
に
よ

り
、
「
煩
悩
成
就
」
の
凡
夫
は
、
「
生
死
即
涅
槃
」
の
道
理
を
証
知
せ
ら
れ
、
煩
悩

を
断
ぜ
ず
し
て
涅
槃
を
得
る
こ
と
と
な
り
、
「
即
得
往
生
・
必
得
往
生
」
が
な
さ

れ
、
現
生
に
お
い
て
正
定
聚
を
得
て
不
退
転
に
住
す
る
論
理
と
い
え
る
。
し
た
が
っ

て
「
煩
悩
具
足
」
の
凡
夫
が
「
無
上
大
涅
槃
」
の
証
果
に
至
る
た
め
に
は
、
如
来
の

用
に
よ
り
「
煩
悩
」
を
「
成
就
」
せ
ら
れ
、
「
即
得
往
生
」
し
「
真
実
報
土
」
へ
と

往
生
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
無
論
、
凡
夫
が
「
煩
悩
」
を
成
就
し
た

と
し
て
も
、
「
煩
悩
具
足
」
の
凡
夫
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
現
生
に
お
い

て
証
果
を
得
る
わ
け
で
は
な
い

54

。
凡
夫
で
あ
る
以
上
、
「
煩
悩
」
を
実
有
的
に
了
解

す
る
可
能
性
が
常
に
あ
り
、
念
仏
の
衆
生
は
臨
終
の
一
念
に
お
い
て
「
大
般
涅
槃
」

を
超
証
す
る

55

の
で
あ
る
。
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１ 
親
鸞
思
想
に
基
づ
く
仏
教
「
法
学
」
論
の
研
究
序
説
（
一
）―

親
鸞
に
お
け
る
煩
悩
理
解

の
二
側
面―

」
（
『
武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
三
七
号
、
二
〇
二
一
年
）
、

「
親
鸞
思
想
に
基
づ
く
仏
教
「
法
学
」
論
の
研
究
序
説
（
二
）―

親
鸞
に
お
け
る
煩
悩
成
就

の
論
理―

」
（
『
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
二
一
号
、
二
〇
二
一
年
）

２
親
鸞
に
お
け
る
煩
悩
の
無
自
性
に
関
す
る
論
考
は
、
大
江
淳
誠
氏
、
村
上
速
水
氏
の
研
究
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
江
氏
は
、
親
鸞
の
「
一
乗
海
釈
」
及
び
『
高
僧
和
讃
』
な
ど
に

氷
水
の
喩
を
も
っ
て
煩
悩
即
菩
提
の
義
を
示
す
も
の
は
、
体
一
な
り
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、

罪
悪
の
無
自
性
を
あ
ら
わ
す
の
で
あ
る
。
罪
悪
無
自
性
な
る
が
故
に
願
力
よ
く
転
ぜ
し
む
る

こ
と
を
得
る
、
（
（
『
真
宗
の
本
願
論
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
六
三
年
、
一
六
〇
頁
）
）
と

述
べ
る
。
ま
た
村
上
氏
は
、
「
仏
と
衆
生
と
は
無
自
性
空
を
共
通
の
基
盤
と
す
る
か
ら
煩
悩

が
転
じ
て
菩
提
と
な
り
、
生
死
を
全
う
じ
て
涅
槃
と
な
り
得
る
」
（
『
親
鸞
教
義
の
研
究
』

一
九
六
八
年
、
永
田
文
昌
堂
、
一
七
四
頁
）
と
明
か
し
て
い
る
。

３
「
煩
は
身
を
わ
づ
ら
は
す
、
悩
は
こ
こ
ろ
を
な
や
ま
す
と
い
ふ
。
」
（
『
唯
信
鈔
文

意
』
、
『
註
釈
版
聖
典
』
（
以
下
同
）
七
〇
八
頁
）
、
「
「
凡
夫
」
と
い
ふ
は
、
無
明
煩
悩

わ
れ
ら
が
身
に
み
ち
み
ち
て
、
（
中
略
）
臨
終
の
一
念
に
い
た
る
ま
で
と
ど
ま
ら
ず
、
き
え

ず
、
た
え
ず
と
」
（
『
一
念
多
念
文
意
』
六
九
三
頁
）

４
「
諸
法
は
因
縁
生
の
ゆ
ゑ
に
、
す
な
は
ち
こ
れ
不
生
に
し
て
、
所
有
な
き
こ
と
虚
空
の
ご
と

し
」
（
「
行
巻
」
大
行
釈
・
一
五
七
頁
）
、
「
一
切
の
法
は
み
な
こ
れ
化
な
り
。
こ
の
法
の

な
か
に
お
い
て
（
中
略
）
諸
仏
の
法
の
変
化
あ
り
、
煩
悩
の
法
の
変
化
あ
り
、
業
因
縁
の
法

の
変
化
あ
り
。
」
（
「
真
仏
土
巻
」
真
仏
土
釈
・
三
六
六
頁
）
、
「
往
生
の
た
め
に
千
人
こ

ろ
せ
と
い
は
ん
に
、
す
な
は
ち
こ
ろ
す
べ
し
。
し
か
れ
ど
も
、
一
人
に
て
も
か
な
ひ
ぬ
べ
き

業
縁
な
き
に
よ
り
て
、
害
せ
ざ
る
な
り
。
」
（
『
歎
異
抄
』
八
四
三
頁
）
、
「
「
さ
る
べ
き

業
縁
の
も
よ
ほ
さ
ば
、
い
か
な
る
ふ
る
ま
ひ
も
す
べ
し
」
と
こ
そ
、
聖
人
（
親
鸞
）
は
仰
せ

候
ひ
し
に
」
（
同
八
四
四
頁
）

５
小
妻
道
生
氏
は
「
煩
悩
成
就
せ
る
あ
り
て
」
と
い
う
こ
と
と
「
浄
土
に
生
る
る
こ
と
」

と
は
、
一
つ
の
こ
と
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
（
「
煩
悩
成
就
」
『
高
田
短
期
大
学
紀
要
』

三
、
一
九
八
五
年
）

６
前
註
一
参
照

７
『
大
正
新
脩
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』
（
二
〇
一
八
年
版
）
に
よ
る
と
、
「
煩
悩
成
就
」
の
用
例

は
、
著
作
三
六
本
、
五
七
個
所
に
み
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
、
親
鸞
の
著
作
は
『
教
行
信
証
』

『
浄
土
文
類
聚
鈔
』
『
入
出
二
門
偈
』
『
高
僧
和
讃
』
『
三
経
往
生
文
類
』
の
五
本
一
〇
箇

所
、
そ
れ
ら
に
基
づ
く
『
口
伝
鈔
』
『
浄
土
真
要
鈔
』
『
自
要
集
』
に
も
一
箇
所
ず
つ
み
ら

れ
る
。
『
論
註
』
に
一
か
所
み
ら
れ
る
こ
と
を
含
め
る
と
、
全
五
七
個
所
中
十
四
個
所
が
真

宗
関
連
で
あ
り
、
仏
教
全
体
の
著
作
に
お
い
て
親
鸞
の
十
箇
所
は
非
常
に
多
い
用
例
と
い
え

よ
う
。

８
『
註
釈
版
聖
典
七
祖
篇
』
一
一
一
頁

９
『
註
釈
版
聖
典
』
（
以
下
同
）
「
証
巻
」
三
一
一
頁
、
「
真
仏
土
巻
」
三
五
八
頁

10
六
二
九
頁

11
拙
稿
に
お
い
て
、
筆
者
は
「
煩
悩
具
足
」
（
煩
悩
を
具
足
す
る
）
に
対
応
し
て
、
「
煩
悩
成

就
」
に
つ
い
て
「
煩
悩
を
成
就
す
る
」
と
述
べ
た
。
本
稿
で
は
、
親
鸞
が
御
自
釈
で
「
煩
悩

を
成
就
せ
る
あ
り
て
」
と
示
す
こ
と
に
対
応
さ
せ
、
「
煩
悩
を
成
就
し
た
」
と
し
て
い
る
。

12
五
四
九
頁

13
三
〇
七
頁

14
四
八
二
頁

15
四
八
七
頁

16
「
天
親
讃
」
五
八
〇
頁

17
「
曇
鸞
讃
」
五
八
四
頁

18
七
六
五
頁

19
小
川
一
乗
氏
は
、
大
乗
仏
教
は
煩
悩
を
断
じ
な
い
で
涅
槃
が
得
ら
れ
る
と
説
き
、
そ
の
意
味

は
、
「
証
」
に
目
覚
め
た
者
に
と
っ
て
、
目
覚
め
た
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
を
妨
げ
る
煩
悩
に
出

会
い
、
出
会
う
度
に
、
そ
の
煩
悩
は
縁
起
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
「
空
」
で
あ
る
と

知
ら
さ
れ
る
。
煩
悩
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
「
証
」
と
の
出
遇
い
が
多
く
な
る
。
煩
悩
が
起

こ
る
た
び
ご
と
に
、
次
第
に
「
証
」
を
増
長
さ
せ
、
そ
の
「
証
」
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
。
煩
悩
は
「
証
果
」
に
至
る
尊
い
手
段
と
な
る
と
説
く
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
親
鸞

は
『
高
僧
和
讃
』
「
曇
鸞
讃
」
に
、
「
氷
上
の
燃
火
」
の
喩
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ
が
「
煩

悩
を
断
ぜ
ず
し
て
涅
槃
を
得
る
」
こ
と
の
実
践
道
で
あ
ろ
う
。
「
証
」
に
目
覚
め
た
す
べ
て

の
衆
生
は
、
煩
悩
を
生
き
る
生
死
の
ま
ま
で
「
証
果
」
に
至
る
と
い
う
成
仏
道
に
立
つ
、
こ
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れ
が
「
信
の
成
仏
道
」
に
お
け
る
実
際
の
成
仏
道
で
あ
り
、
「
生
死
即
涅
槃
」
と
い
う
仏
道

で
あ
る
。
こ
の
「
信
の
成
仏
道
」
の
実
践
は
、
私
た
ち
煩
悩
成
就
の
凡
夫
に
と
っ
て
の
「
聞

の
成
仏
道
」
で
も
あ
ろ
う
と
指
摘
す
る
。
（
『
親
鸞
の
成
仏
道
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
八
年
、

七
九
～
八
〇
頁
）

20
「
行
巻
」
大
行
釈
お
よ
び
「
信
巻
」
大
信
釈
の
智
昇
『
集
諸
経
礼
懺
儀
』
引
文
（
一
八
八

頁
・
二
二
八
頁
）
、
「
信
巻
」
明
所
被
機
の
『
涅
槃
経
』
引
文
（
二
七
八
頁
）

21
五
五
〇
頁

22
五
九
一
頁

23
七
〇
七
頁

24
七
〇
七
～
七
〇
八
頁

25
七
三
一
頁

26
七
七
六
～
七
七
七
頁

27
六
四
三
頁

28
七
一
五
頁

29
七
三
九
頁

30
七
四
〇
頁

31
七
四
七
頁

32
「
親
鸞
に
お
け
る
「
智
慧
」
の
構
造
の
原
点―

世
親
・
曇
鸞
の
浄
土
教
に
お
け
る
「
智

慧
」―

」
（
ケ
ネ
ス
・
タ
ナ
カ
編
・
共
著
『
智
慧
の
潮―

親
鸞
の
智
慧
・
主
体
性
・
社
会

性―
S

h
in

sh
u

 T
h

eo
lo

g
y

か
ら
見
え
て
く
る
新
し
い
水
平
線
』
武
蔵
野
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
七
年
）

33
六
九
〇
～
六
九
一
頁

34
七
〇
九
～
七
一
〇
頁

35
六
二
二
頁

36
三
〇
七
頁

37
三
七
二
頁

38
三
三
七
頁

39
三
七
一
頁

40
村
上
速
水
氏
は
、
「
真
実
報
土
は
真
実
願
に
酬
報
し
た
光
寿
無
量
の
土
で
あ
り
、
ま
た
広
略

相
入
の
世
界
で
あ
る
。
無
相
の
妙
理
の
上
に
現
じ
た
事
相
で
あ
る
か
ら
、
（
中
略
）
相
即
無

相
、
数
即
無
数
の
妙
境
界
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
（
『
親
鸞
教
義
の
研
究
』
前
掲
書
、

三
八
八
頁
）

41
三
七
一
頁

42
渡
邊
了
生
氏
は
、
親
鸞
が
、
「
来
世
に
想
定
さ
れ
る
実
体
的
な
有
相
の
「
方
便
化
身
土
」

を
、
あ
く
ま
で
衆
生
を
「
真
仏
土
」
（
真
の
如
来
・
浄
土
の
用
）
へ
と
「
誘
引
」
・
「
悲

引
」
す
る
た
め
の
「
化
・
仮
」
（
プ
ロ
セ
ス
）
と
し
て
、
「
方
便
化
身
土
」
の
「
方
便
」
た

る
意
義
（
「
報
中
の
化
」
＝
「
報
身
土
」
中
の
「
方
便
化
身
土
」
）
を
認
め
て
い
る
」
と
指

摘
す
る
。
（
「
「

会
一
処
」
の
浄
土
観
と
親
鸞
の
弥
陀
身
土
思
想
」
『
日
本
浄
土
教
と
親

鸞
教
学
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
九
九
年
）

43
三
七
五
頁

44
村
上
速
水
氏
は
「
自
力
を
も
っ
て
諸
善
を
修
し
、
あ
る
い
は
称
名
し
、
そ
の
功
徳
を
廻
向
し

て
往
生
せ
ん
と
願
う
も
の
の
た
め
に
、
如
来
が
誘
引
の
た
め
に
自
証
を
か
く
し
て
、
別
に
土

を
化
現
さ
れ
る
も
の
、
そ
れ
が
方
便
化
土
で
あ
る
。
化
現
の
土
で
あ
る
か
ら
化
土
と
云
い
、

ま
た
方
便
誘
引
し
て
真
実
の
報
土
に
入
ら
し
め
ら
れ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
化
土
と

も
い
わ
れ
る
。
即
ち
二
土
の
名
称
に
は
二
種
の
相
対
が
あ
る
わ
け
で
、
真
仮
相
対
す
れ
ば
真

は
真
実
、
仮
は
権
仮
で
あ
り
、
権
仮
と
は
暫
用
還
廃
の
義
、
即
ち
真
実
に
入
ら
し
め
る
た
め

の
階
梯
の
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
報
化
相
対
す
る
と
き
は
、
化
の
化
現
の
土
で
あ
っ

て
、
因
願
酬
報
の
仏
身
が
衆
生
の
機
感
に
応
同
し
て
報
中
に
化
現
す
る
土
を
い
う
。
」
と
述

べ
る
。
（
『
親
鸞
教
義
の
研
究
』
前
掲
書
、
三
八
九
頁
）

45
以
下
は
、
渡
邊
了
生
氏
の
示
し
た
、
親
鸞
の
「
弥
陀
身
土
論
」
研
究
に
お
け
る
図
を
参
照

し
て
い
る
。
（
『
親
鸞
の
弥
陀
身
土
論―

阿
弥
陀
如
来
・
浄
土
と
は
』
二
〇
一
三
年
、
真
宗

興
正
派
宗
務
所
教
務
部
、
五
三
、
五
八
、
一
二
四
頁
）
ま
た
渡
邊
氏
の
一
連
の
「
弥
陀
身
土

論
」
研
究
に
着
想
を
得
て
い
る
。

46
六
三
〇
頁

47
六
三
一
頁

48
七
〇
九
頁

49
か
な
ら
ず
滅
度
に
至
る
は
す
な
は
ち
こ
れ
常
楽
な
り
。
常
楽
は
す
な
は
ち
こ
れ
畢
竟
寂
滅

な
り
。
寂
滅
は
す
な
は
ち
こ
れ
無
上
涅
槃
な
り
。
（
中
略
）
真
如
は
す
な
は
ち
こ
れ
一
如
な
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り
。
し
か
れ
ば
弥
陀
如
来
は
如
よ
り
来
生
し
て
、
報
・
応
・
化
、
種
々
の
身
を
示
し
現
じ
た

ま
ふ
な
り
。
（
三
〇
七
頁
）

50
二
四
七
、
三
二
六
頁

51
渡
邊
了
生
氏
は
、
こ
れ
ら
の
親
鸞
の
説
示
か
ら
、
「
親
鸞
が
い
う
「
極
楽
・
常
楽
・
安

楽
」
の
「
楽
」
と
は
、
明
ら
か
に
源
信
・
法
然
が
語
る
よ
う
な
衆
生
の
世
間
的
欲
求
を
満
た

す
た
め
の
実
有
的
な
「
極
楽
」
・
「
十
楽
」
（
＝
「
来
世
安
楽
」
）
の
「
楽
」
で
は
な
く
、

「
滅
度
・
無
為
・
安
楽
・
常
楽
・
実
相
・
法
性
・
真
如
・
一
如
」
等
と
同
義
で
あ
る
と
理
解

で
き
る
」
（
前
掲
論
文
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

52
小
川
一
乗
氏
は
、
「
こ
の
大
般
涅
槃
（
大
い
な
る
完
全
な
寂
滅
）
こ
そ
が
、
死
後
に
「
あ

の
世
」
を
願
望
し
て
納
得
し
よ
う
と
す
る
人
間
の
最
後
の
迷
い
か
ら
解
脱
し
た
「
寂
滅
為
楽

（
寂
滅
を
楽
と
為
す
）
」
と
い
う
安
楽
で
あ
る
。
（
中
略
）
す
べ
て
の
世
間
的
な
「
楽
」
か

ら
解
放
さ
れ
た
、
「
寂
滅
」
と
い
う
浄
土
の
安
楽
で
あ
る
。
仏
智
に
照
ら
さ
れ
て
「
寂
滅
」

に
安
住
す
る
安
楽
で
あ
る
。
」
（
前
掲
書
、
八
六
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

53
「
「
即
得
往
生
」
と
い
ふ
は
、
「
即
」
は
す
な
は
ち
と
い
ふ
、
と
き
を
へ
ず
、
日
を
も
へ

だ
て
ぬ
な
り
。
（
中
略
）
「
す
な
は
ち
往
生
す
」
と
の
た
ま
へ
る
は
、
正
定
聚
の
位
に
定
ま

る
を
「
不
退
転
に
住
す
」
と
は
の
た
ま
へ
る
な
り
。
こ
の
位
に
定
ま
り
ぬ
れ
ば
、
か
な
ら
ず

無
上
大
涅
槃
に
い
た
る
べ
き
身
と
な
る
が
ゆ
ゑ
に
、
「
等
正
覚
を
成
る
」
と
も
説
き
、
「
阿

毘
跋
致
に
い
た
る
」
と
も
、
「
阿
惟
越
致
に
い
た
る
」
と
も
説
き
た
ま
ふ
。
」
（
『
一
念
多

念
文
意
』
）
、
「
「
即
得
往
生
」
は
、
信
心
を
う
れ
ば
す
な
は
ち
往
生
す
と
い
ふ
、
す
な
は

ち
往
生
す
と
い
ふ
は
不
退
転
に
住
す
る
を
い
ふ
、
不
退
転
に
住
す
と
い
ふ
は
す
な
は
ち
正
定

聚
の
位
に
定
ま
る
と
の
た
ま
ふ
御
の
り
な
り
、
こ
れ
を
「
即
得
往
生
」
と
は
申
す
な
り
。

「
即
」
は
す
な
は
ち
と
い
ふ
、
す
な
は
ち
と
い
ふ
は
と
き
を
へ
ず
日
を
へ
だ
て
ぬ
を
い
ふ
な

り
。
」
（
『
唯
信
鈔
文
意
』
七
〇
三
頁
）
、
「
「
必
得
往
生
」
と
い
ふ
は
、
不
退
の
位
に
至

る
こ
と
を
獲
る
こ
と
を
彰
す
な
り
。
『
経
』
（
大
経
・
下
）
に
は
「
即
得
」
と
い
へ
り
」

（
『
教
行
信
証
』
一
七
〇
頁
）
、
「
「
必
得
往
生
」
と
い
ふ
は
、
「
必
」
は
か
な
ら
ず
と
い

ふ
。
「
得
」
は
う
る
と
い
ふ
、
う
る
と
い
ふ
は
往
生
を
う
る
と
な
り
。
」
（
『
唯
信
鈔
文

意
』
七
一
三
頁
）

54
村
上
速
水
氏
は
往
生
に
つ
い
て
、
「
親
鸞
は
、
捨
命
以
降
と
い
う
定
義
の
枠
か
ら
は
み
出
し

て
い
る
。
現
生
に
お
い
て
往
生
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
か
ら
と
い
っ
て
、
凡
夫
が
凡
夫
で
な

く
な
る
と
い
う
の
で
も
な
く
、
ま
し
て
現
身
に
さ
と
り
を
ひ
ら
く
と
い
う
の
で
な
け
れ
ば
、

聖
道
門
と
混
乱
す
る
お
そ
れ
は
な
い
の
で
は
な
い
か
」
（
「
親
鸞
の
よ
ろ
こ
び
」
『
続
・
親

鸞
教
義
の
研
究
』
一
〇
三
～
一
〇
四
頁
、
一
九
八
九
年
、
永
田
文
昌
堂
）
と
述
べ
て
い
る
。
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「
弥
勒
大
士
は
等
覚
の
金
剛
心
を
窮
む
る
が
ゆ
ゑ
に
、
竜
華
三
会
の
暁
、
ま
さ
に
無
上
覚
位

を
極
む
べ
し
。
念
仏
の
衆
生
は
横
超
の
金
剛
心
を
窮
む
る
が
ゆ
ゑ
に
、
臨
終
一
念
の
夕
べ
、

大
般
涅
槃
を
超
証
す
。
ゆ
ゑ
に
便
同
と
い
ふ
な
り
。
」
（
『
教
行
信
証
』
「
信
巻
」
二
六
四

頁
）
な
お
こ
の
文
に
つ
い
て
、
村
上
速
水
氏
は
、
「
念
仏
の
衆
生
は
（
中
略
）
臨
終
一
念
の

夕
べ
、
大
般
涅
槃
を
超
証
す
。
」
の
文
は
、
そ
の
前
文
の
「
弥
勒
大
士
は
（
中
略
）
ま
さ
に

無
上
覚
位
を
極
む
べ
し
」
に
対
応
し
て
念
仏
者
の
超
勝
性
を
示
す
も
の
で
、
臨
終
要
期
の
意

味
で
は
な
い
。
殊
に
次
の
「
金
剛
心
を
獲
る
も
の
は
、
す
な
は
ち
韋
提
と
等
し
く
、
す
な
は

ち
喜
・
悟
・
信
の
忍
を
獲
得
す
べ
し
。
」
と
い
う
文
を
見
れ
ば
、
韋
提
と
等
し
く
三
忍
を
得

る
と
こ
ろ
に
重
点
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
、
（
「
親
鸞
の
よ
ろ
こ
び
」
前
掲
論
文
、

九
五
～
九
六
頁
）
と
指
摘
す
る
。
村
上
氏
の
論
考
を
受
け
、
川
添
泰
信
氏
は
、
「
現
に
正
定

聚
に
住
し
て
い
る
が
故
に
浄
土
往
生
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
浄
土
往
生
の
た
め
に
現
に
正
定

聚
に
住
し
て
い
る
の
で
は
な
い
」
と
い
う
意
味
に
お
い
て
信
の
喜
び
は
あ
り
、
そ
の
位
置
づ

け
と
し
て
の
正
定
聚
の
意
味
が
あ
る
、
と
指
摘
す
る
。
（
「
親
鸞
に
お
け
る
人
間
の
様
態
問

題―

三
哉
が
明
か
す
も
の
」
、
ケ
ネ
ス
・
タ
ナ
カ
編
・
共
著
『
智
慧
の
潮―

親
鸞
の
智
慧
・

主
体
性
・
社
会
性
』
前
掲
書
）
ま
た
小
川
一
乗
氏
は
、
「
私
た
ち
は
生
死
を
終
え
て
逝
く
と

き
、
そ
の
継
続
を
「
あ
の
世
」
に
求
め
、
様
々
な
「
あ
の
世
」
を
幻
想
す
る
。
そ
の
た
め

に
、
私
た
ち
を
混
乱
せ
し
め
迷
わ
せ
る
、
い
わ
ゆ
る
宗
教
問
題
が
あ
る
。
親
鸞
は
こ
の
宗
教

問
題
と
対
峙
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
あ
の
世
は
、
親
鸞
に
と
っ
て
は
、
「
救
済
」
で
は

な
く
、
人
間
に
お
け
る
最
後
の
迷
い
で
あ
り
、
仏
智
へ
の
「
疑
惑
」
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ

を
「
方
便
化
身
土
」
と
し
て
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
仏
智
の
「
証
」
に
基
づ
い

た
「
真
実
証
」
こ
そ
が
、
真
実
の
救
済
で
あ
る
と
、
そ
れ
を
「
真
仏
土
」
と
し
た
。
そ
の
仏

智
の
「
証
」
に
基
づ
く
「
救
済
」
を
明
示
し
て
い
る
の
が
、
「
念
仏
の
衆
生
（
正
定
聚
の
位

に
定
ま
る
者
）
は
、
臨
終
の
一
念
の
夕
べ
に
、
大
般
涅
槃
を
超
証
す
る
」
と
い
う
、
親
鸞
の

確
信
で
あ
る
。
」
（
前
掲
書
、
八
六
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
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